
第２学年　国語科学習指導案

１　単元名  表現や背景から短歌を深く読み味わおう！   
    教材名  「新しい短歌のために」「短歌を味わう」（「国語 ２」光村図書）

２　言語活動とその特徴
　　　言語活動として、「語句や表現に着目しながら短歌の表現の深さを味わい、根拠を明確にして鑑賞すること」を位置付けた。本単元でねらう「抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句などに注意して読むこと」「文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをまとめること」にふさわしい言語活動であると考えた。
３　単元設定の理由
（１）生徒について
韻文について生徒は、中学校でこれまで詩の学習に取り組んでいる。「構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもち、語句などに注意して読む力」、「表現の仕方を工夫して，詩歌をつくる力」をつけるために、自分自身が生き物や自然に事象から得た視点を生かして詩の創作を行い、また詩の形式や表現技法、詩の鑑賞について学習してきている。創作活動には興味を持って意欲的に取り組む生徒が多く見られ、発想豊かな作品を創ることができている。一方、鑑賞については、感じたことなどを表現する際、浅く単純化した表現で済ませてしまう生徒が多く、読み取りも感覚的で、語句や表現の工夫から詩の世界を深く感じ取るところまでには至っていない。また、短歌については小学校で学習しており、短歌についての知識も持っているが、表現の一語一語に目を向け、語句や表現からイメージを膨らませて作品を味わうことや、作者や作品の背景に目を向けて深く読み取り、自分の考えを持つところまでには至っていない。
そこで、本単元を中学校での短歌との出会いとしてとらえ、短歌の基礎知識や表現技法を押さえるとともに、短い形式の言葉の中に込められた作者の思いや感動を、語句や表現の工夫に着目させながらイメージ豊かにとらえさせたい。さらに、作品や作者の背景にまで目を向けて、作品をより深く味わい、ものの見方、考え方を広げていきたいと考えている。
　　　
（２）単元構成について
　本単元では、「短歌のリズムに親しみ、知識や技能を理解し、言語感覚を磨く」ことと「語句の効果的な使い方など、表現上の工夫に注意し、短歌を鑑賞する力」をつけることをねらいとしている。特に鑑賞の際には、一語一語の言葉、表現の工夫に注目させながら、短歌の世界を深く味わわせたいと考えている。短歌の秀作にふれながら短歌の基本事項を学習し、さらに様々な作品に触れさせ、短歌を深く味わわせ鑑賞する活動に取り組ませるために、短歌の解説文「新しい短歌のために」と様々な短歌を紹介する「短歌を味わう」によって構成された本単元は適当であると考える。
　「新しい短歌のために」では、歌人馬場あき子による解説文と文中の歌によって、優れた作品を読み味わわせながら短歌の基礎知識や、鑑賞の仕方についてわかりやすく解説されている。また、創作に向かう姿勢にもふれており、生徒の短歌創作への導入としても意味を持っている。「短歌を味わう」には近代から現代の様々な短歌が紹介されており、生徒がそれぞれの感性で言葉を大切にしながら短歌を読み味わう活動を行うことができる教材である。

　　　　     　
（３）指導について        
　　　指導にあたっては、単元を貫く言語活動として、「語句や表現に着目しながら短歌の表現の深さを味わい、根拠を明確にして鑑賞すること」を位置づけ、常に表現を手がかりに短歌を読み味わわせていく。短歌の鑑賞を行う際にはワークシートの工夫により、語句や表現に着目させるようにしたい。発展として、「短歌を味わう」で学習した石川啄木を取り上げ、「ふるさとへの思い」について詠われた複数の作品をグループごとに鑑賞させ、他グループと交流させることにより、より深く作者の思いに迫り、作品や作者の背景にも目を向けながらより深い読みにつなげていくとともに、自分自身の考えも広げ、深めたい。この時、ジグソー法を取り入れることにより、意欲的に読み、積極的に話し合う活動に取り組むとともに、啄木の思いに深く迫ることができると考える。学習全体を通して、単元を貫く言語活動、目指す姿を明確にし、意識して取り組ませることで、意欲の喚起、継続を図りながら学習活動を進めていきたいと考えている。
４　単元の目標
（１）伝統的な形式である短歌に親しみ、表現の深さに興味を持って短歌を鑑賞することができる。  （関）

（２）短歌の表現の深さを味わうとともに、語句や表現からイメージを広げ、自分なりに短歌を鑑賞することが
できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｃ読（１）ア　ウ）　
（３）短歌のもつリズムに親しみ、短歌に関する知識や技能を理解し、言語感覚を磨くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伝・国（１）イ（イ））

５　単元の評価規準  
	国語への関心・意欲・態度
	読む能力
	言語についての知識・理解・技能

	短歌に興味を持ち、進んで短歌に親しもうとしている。


	短歌に用いられている語句や表現から情景や作者の心情を思い浮かべ、まとめている。
【Ｃ読（１）ア　ウ】
	短歌の基礎知識について理解し、語彙を増やし言語感覚を磨いている。
【伝・国（１）イ（イ）】


６　指導と評価の計画（全６時間）          　　　

	時
	主な学習活動
	指導上の留意点
	評　　価

	１・２
	・本単元の狙いを確認し、学習の見通しを持つ。
・「新しい短歌のために」を通読し、短歌の形式や表現の特色、短歌に込められた心情や情景を想像する。
	・学習の目当てと手順を示し、見通しを持たせる。
・本文を読ませ、短歌の形式、表現の特色、語句や表現の工夫に着目させながらイメージした心情や情景についてノートにまとめさせる。
	・関心・意欲・態度
（ノートへの記述・観察）
・言語
（ノートへの記述・観察）

	３
	・「短歌を味わう」の歌について、語句や表現を手がかりに鑑賞する。

	・各個人で選んだ句について鑑賞したことをワークシートにまとめさせる。
・全体で交流し、それぞれの表現の工夫や心情、情景などについてまとめさせる。
	・読む
（ワークシートへの記述）
・言語
（ワークシートへの記述）

	４・５　（本時）
	・１０グループに分かれ、それぞれが担当する短歌について、情景や啄木の思いについて考え、話し合う。   　　　　　  （エキスパート活動）

・違う短歌同士のグループに移動し、情景や心情を交流し、啄木のふるさとへの思いについて話し合い、まとめる。　　　　  　(ジグソー活動)

・全体で交流し、啄木のふるさとへの思いについてまとめる。

　　　　　　　　　（クロストーク）
	・啄木の「ふるさとへの思い」が詠まれた５首をそれぞれ２グループずつ分担し、表現や背景を手がかりに啄木の思いに迫らせ、まとめさせる。　　　　　　　　　　

・自分たちが読み取ったことを交流させ、啄木のふるさとへの思いについて多面的に考えさせ、まとめさせる。

・話し合った内容をボードにまとめさせ、全体で交流させる。


	・読む（ボード・ワークシートへの記述・観察）



	６
	・自分の心情が伝わるように表現を工夫して短歌を創作する。
・単元のまとめをする。
	・学習したことを生かし、心情や情景が伝わるように表現の仕方を工夫して短歌を作らせる。
・短歌に詠まれた美しい表現や語句を振り返らせ、今後の詩歌や文学作品の読み、自らの表現につなげる。
	・言語
（作品・ノートへの記述）


７　本時の指導（５/６）
 （１）本時の目標
        　啄木の「ふるさとへの思い」を、友だちの解釈との共通点と相違点を短歌の語句や表現からとらえ、鑑賞する力を高める。
 （２）本時の評価規準
　　　　短歌に用いられている語句や表現から、歌に詠まれている情景や啄木の「ふるさとへの思い」を感じ取
り、自分の言葉でまとめている。

 （３）展　開 
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評　価

	２
５
２０

１５
８
	
１．学習内容を確認する。
	○本時の課題、流れを確認する。
	

	
	
	【課題】　　啄木にとって「ふるさと」とは、どんなものだろうか。
	

	
	２．１０グループに分かれ、担当の短歌に詠まれている「ふるさとへの思い」についてまとめる。
（エキスパート活動）

３．他のグループと交流し、啄木の「ふるさとへの思い」についてまとめる。
（ジグソー活動）

４．グループの意見を全体に発表する。
　　（クロストーク）

５．学習の振り返りをする。

	○前時に話し合ったことを再確認させ、グループの一人ひとりが他の短歌グループに説明できるよう、まとめさせる。（５首の各歌について２班ずつ分担）

「やはらかに柳あをめる／北上の岸辺目に見ゆ／泣けとごとくに」

「ふるさとの訛なつかし／停車場の人ごみの中に／そを聴きにゆく

「ふるさとの山に向かひて／言ふことなし／ふるさとの山はありがたきかな」
「病のごと／思郷のこころ湧く日なり／目にあをぞらの煙かなしも」
「馬鈴薯のうす紫の花に降る／雨を思へり／都の雨に」
・語句、表現の工夫を手がかりに深く読み取ることを心がけさせながら話し合わせる。
○エキスパート活動で考えたことを出し合わせ、共通点や相違点をあげながら、啄木の思いについて話し合わせまとめさせる。
・グループでまとめた「ふるさとへの思い」をボードにまとめさせる。

○根拠をあげさせながら「ふるさとへの思い」について発表させ、交流させる。
○グループや全体での学びを自分の言葉でまとめさせる。
・数人に発表させる。
・今後、語句や表現の工夫に着目して詩歌や文学作品を読み味わうこと、自分の表現活動に生かしていくことについて押さえる。
	・短歌に用いられている語句や表現から情景や作者の心情を思い浮かべ、まとめている。

（記述・活動の観察）


（４）板書計画
	


◆前時では、１０グループがそれぞれ担当する啄木の短歌について、表現や背景を手がかりに、各個人で読み取ったことをグループで話し合い、啄木の思いに迫らせ、まとめさせている。（エキスパート活動）





【まとめ】　啄木にとって「ふるさと」とは…


・心の拠り所　　　　　　　　・つらいときに思い出すところ


・自分を支えてくれる場所　　・心休まる大切な場所





○語句・表現の工夫から


○作品や作者の背景から





→情景・思いをイメージする


　　　　　　　 感じ取る








・心の拠り所


・辛い時に思い出す場所


・自分を支えてくれる場所


・心休まる大切な場所





（振り返り）





まとめ





〈授業の流れ〉


　◆ねらい・課題・流れの確認


①グループ活動Ⅰ（エキスパート活動）


　②グループ活動Ⅱ（ジグソー活動）


　③全体交流　　　 （クロストーク）


　◆まとめ・振り返り





課　題





 啄木にとって「ふるさと」とはどんなものだろうか。








めあて





　表現や背景から短歌を深く読み味わおう





　　啄木の「ふるさとへの思い」に迫ろう！


　　　～それぞれの歌に詠まれた「ふるさと」観から～
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